
05 №77 04№77

景
観
条
例
の
廃
止

賛
成
多
数
で
可
決

　
松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
を
廃
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

岩
手
県
の
岩
手
の
景
観
の
保
全

と
創
造
に
関
す
る
条
例
の
方
が

規
制
が
多
く
、
松
尾
村
ふ
る
さ

と
景
観
条
例
を
廃
止
し
て
も
問

題
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
は
、

景
観
形
成
基
準
に
適
合
の
強
制

力
は
な
い
。
一
方
、
県
の
条
例

は
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
命
令

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
の
条

例
で
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

八
幡
平
市
の
豊
か
な
自
然
を
守

る
た
め
に
は
、
松
尾
村
ふ
る
さ

と
景
観
条
例
を
廃
止
し
な
い
方

が
い
い
の
で
は
。

松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
を

廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧

松
尾
村
の
規
制
が
空
白
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
将
来

的
に
県
の
条
例
よ
り
規
制
を
か

け
た
方
が
良
い
と
な
れ
ば
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
８
号
】
松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

Ａ Ｑ

９月定例会

令和５年度各会計決算を認定
請願および全提出議案を可決

●会期　９月９日～10月１日(23日間)

９月定例会議案採決（議案第８号）

今回は
報告　　　　　６件
市長提出議案　19件
請願　　　　　２件
議員提出議案　１件

学
校
薬
剤
師
の
報
酬

改
善
求
め
請
願
採
択

　
請
願
趣
旨

　
（
請
願
者
＝
盛
岡
学
校
薬
剤
師
会
八

幡
平
地
区
担
当
幹
事
有
限
会
社
白
樺
薬

局
田
川
恵
）
現
在
の
報
酬
は
、
薬
剤
師

労
働
報
酬
か
ら
鑑
み
て
も
低
額
で
あ

る
た
め
待
遇
の
改
善
を
求
め
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
市
ま
た
は
教
育
委
員
会
か
ら
市

内
の
薬
局
な
ど
に
向
け
、
学
校
薬
剤
師

活
動
へ
の
参
画
に
対
す
る
働
き
か
け
の

実
施
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
学
校
薬
剤
師
は
、
学
校
保
健
安
全
法

に
基
づ
き
置
く
も
の
と
さ
れ
、
検
査
や

く
す
り
教
育
に
つ
い
て
学
校
に
出
向
き

指
導
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
快

適
な
学
校
衛
生
環
境
を
守
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
そ
の
安
定
的
な
確
保
は

大
切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
市
内
薬
局

な
ど
へ
教
育
委
員
会
か
ら
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
勤
務
実
態
を
考
慮

し
て
現
状
に
見
合
っ
た
報
酬
額
に
見
直

す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
請
願
第
２
号
】
八
幡
平
市
立
学
校
薬
剤
師
の
報

酬
改
善
を
求
め
る
請
願

討
論（
松
尾
村
ふ
る
さ
と
景

観
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
）

【
反
対
討
論
】　
古
川
　
津
好
　
議
員

　
一
般
質
問
で
条
例
廃
止
に
伴
う
温
泉

郷
の
建
物
規
制
な
ど
の
問
題
点
を
た
だ

し
た
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
物
事

も
変
わ
っ
て
い
く
。
私
も
松
尾
村
ふ
る

さ
と
景
観
条
例
を
金
科
玉
条
の
よ
う
に
、

い
つ
ま
で
も
掲
げ
て
お
く
べ
き
も
の
と

も
思
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
法
の
隙
間
が

で
き
て
し
ま
う
こ
と
や
、
別
荘
地
分

譲
時
の
温
泉
会
社
に
よ
る
分
譲
要
領

は
条
例
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
条
例
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
解
決
し
な
い

ま
ま
で
の
見
切
り
発
車
的
な
廃
止
は
、

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
例
が

な
い
こ
と
に
よ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

問
題
が
発
生
し
た
こ
と
を
考
え
た
時
、

松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
の
廃
止

は
、
時
期
尚
早
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
拙
速
に
事
を
進
め
る
よ
り
も
時

間
を
掛
け
、
岩
手
県
に
頼
る
景
観
行

政
で
は
な
く
、
八
幡
平
市
が
主
体
的

に
景
観
行
政
を
行
え
る
よ
う
に
、
法

的
な
周
辺
整
備
を
し
て
か
ら
再
提
案

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
私

も
反
対
は
し
な
い
。

教
育
委
員
の
任
命

全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
宮
野
朋

士
氏
は
、
令
和
６
年
11
月
14
日
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
新
た
に
田

村
沙
和
子
氏
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

【
議
案
第
２
号
】
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

改
正
に
伴
う
変
更

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
）等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律（
令
和
５
年
法
律
第
48
号
）の
施

行
に
伴
い
、
関
係
市
町
村
の
処
理

す
る
事
務（
被
保
険
者
証
及
び
資

格
証
明
書
の
引
渡
し
・
返
還
の
受

付
に
つ
い
て
は
、
資
格
確
認
書
等

の
引
渡
し
・
返
還
の
受
付
）に
変
更 

す
る
ほ
か
、
負
担
金
の
算
定
に
係
る
基

準
日
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
３
号
】
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】　
髙
橋
　
悦
郎
　
議
員

　
こ
の
議
案
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証

を
本
年
1２
月
２
日
に
廃
止
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
機
能
を
組

み
込
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
保
険
証

で
の
受
診
に
切
り
替
え
る
た
め
の
岩
手

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

一
部
改
正
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
診
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
続
出
し
、
多
く
の
患
者
と
国
民
の
間

に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
の
発
表
で
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
窓

口
利
用
率
は
、
本
年
３
月
時
点
で
５
・

4７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

国
民
の
不
安
の
声
に
押
さ
れ
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
対
し
て

は
、
現
行
の
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で

の
使
用
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

後
１
年
か
ら
５
年
の
間
は
資
格
証
明
書

が
交
付
で
き
る
仕
組
み
に
も
見
直
さ
れ

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
議

案
に
反
対
の
立
場
の
討
論
と
す
る
。
な

お
、
こ
の
後
に
審
議
さ
れ
る
議
案
第
６

号
「
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
も
、
同
様

の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

討
論
（
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
の
協
議
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

一
般
廃
棄
物
の
処
理

手
数
料
の
改
定
可
決

　
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
お
よ
び
廃
棄
物

処
理
費
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
の 

処
理
手
数
料 

の
額
を
排
出
方
法
に
応
じ
て
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を

持
ち
込
む
と
無
料
だ
っ
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
５0
㌔
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
10

㌔
ご
と
に
５0
円
と
な
る
。
ご
み

の
有
料
化
に
伴
う
市
の
収
入
は

ど
れ
ぐ
ら
い
の
金
額
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

５
年
度
の
搬
入
実
績
で
計
算
す

る
と
、
搬
入
回
数
が
１
万
８
９

７
９
回
で
総
重
量
が
１
１
６

５
・
41
㌧
。
そ
の
う
ち
、
60
㌔

以
上
持
ち
込
ま
れ
た
搬
入
回
数

７
６
２
９
回
お
よ
び
搬
入
重
量

８
７
８
・
２７
㌧
。
５0
㌔
以
下
相

当
分
を
無
料
扱
い
と
し
て
計
算

す
る
と
、
２
４
８
万
４
１
０
０

円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
５
号
】
八
幡
平
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑
と
意
見

歳
入
の
固
定
資
産
税
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、

４
年
度
と
比
較
す
る
と
２
７
０
０
万
円
ほ
ど
増

加
し
て
い
る
。
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
納
め
て
い
な
か
っ
た
法

人
の
滞
納
が
要
因
で
あ
る
。
本
年
度
は
滞
納
が

減
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
引
き
続
き
滞
納
整
理
に
努

め
て
ほ
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
は
、
利
用
者
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
仕
組
み
を
変
え
る
べ
き

で
あ
る
。
現
状
の
内
容
を
維
持
す
る
の
か
。

安
代
地
区
は
フ
ル
デ
マ
ン
ド
運
行
、
松
尾
・
西

根
は
デ
マ
ン
ド
運
行
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

幹
線
バ
ス
の
利
用
促
進
も
併
せ
て
行
う
。

【
委
員
会
の
意
見
】
今
の
仕
組
み
で
は
無
理
が

あ
る
た
め
、
有
効
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
で
調
整
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
デ
マ
ン
ド
型
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
組
み
も

加
え
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

空
き
家
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

際
に
販
売
価
格
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

価
格
は
市
で
判
断
で
き
な
い
た
め
、
不
動
産
会

社
を
通
し
て
価
格
設
定
を
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
空
き
家
バ
ン
ク
を
含
め
、

市
に
移
住
を
希
望
す
る
方
が
魅
力
を
感
じ
る
よ

う
に
、
掲
載
方
法
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

令和５年度各会計の決算額

会　計　名 歳入(収入) 歳出(支出)

一般会計 199億７,２0２万4,２５4円 191億２,094万4,0２５円

特
別
会
計

　国民健康保険 30億1,５５２万５,806円 30億　２83万6,410円

　後期高齢者医療 3億２,２２0万　　964円 3億２,118万3,２1７円

企
業
会
計

水道事業
収益的 ５億4,1５７万3,２93円 4億9,２8７万3,3７8円
資本的 1億6,906万9,16２円 4億　　５1２万1,1２6円

下水道事業
収益的 11億3,9５8万6,５83円 10億　　30５万9,５18円
資本的 3億9,５6２万　　５93円 9億3,38７万4,309円

病院事業
収益的 1７億1,061万５,７89円 16億1,346万７,５30円
資本的 ２億4,２98万9,000円 3億6,186万9,031円

５年度
決算

一般会計・特別会計合計で
224 億 4,496 万円を支出

ＱＡ

　税金がどのように使われたのか―令和５年度の決算は、９月１3・１7・１8・１9・
２0・２4・２5・２7日の８日間、決算特別委員会を開催し、審査しました。同委員会
では一般会計と２特別会計、３企業会計を原案のとおり認定すべきものと決定。
第３回定例会最終日の１0月１日に本会議で全ての決算が認定されました。

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ 4 ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 1２ 13 14 1５ 16 1７ 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第３号

岩手県後期高齢者医療
広域連合規約の一部変
更の協議に関し議決を
求めることについて

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第５号

八幡平市廃棄物の処理
及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第６号

八幡平市国民健康保険
条例の一部を改正する
条例

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第7号

松尾村自然環境保全条
例を廃止する条例

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第８号

松尾村ふるさと景観条
例を廃止する条例

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第13号

令和５年度八幡平市一
般会計歳入歳出決算認
定について

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案認定

※議長は採決に加わりません

令和６年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

【
賛
成
討
論
】　
関
　
治
人
　
議
員

　
令
和
５
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は

1５
・
５
％
で
４
年
度
と
比
較
し
、
０
・

８
㌽
の
減
、
将
来
負
担
比
率
は
3２
・

２
％
で
４
年
度
と
比
較
し
、
３
・
７
㌽

の
減
で
あ
り
、
財
政
状
況
は
改
善
さ
れ

て
い
る
。
大
型
事
業
に
よ
り
、
膨
れ
て

き
た
公
債
費
を
「
な
る
べ
く
後
世
に
残

さ
な
い
」
と
の
考
え
で
、
予
算
編
成
を

し
て
き
た
成
果
で
あ
り
、
今
後
の
安
定

し
た
財
政
運
営
を
し
て
い
く
上
で
評
価

に
値
す
る
。
ま
た
、
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
加
に
加
え
、
ふ
る
さ
と
納
税

額
が
約
２
億
円
に
達
し
、
過
去
の
問
題

を
克
服
し
て
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
今
後
の
財
政
運
営
に
明
る

い
兆
し
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線

の
整
備
が
完
了
し
、（
仮
称
）大
更
駅
前

顔
づ
く
り
施
設
も
進
展
し
て
い
る
た
め
、

地
域
経
済
や
雇
用
に
好
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
物

価
高
騰
対
策
事
業
と
し
て
給
付
に
よ
る

市
民
生
活
の
支
援
も
実
施
さ
れ
、
一
定

の
効
果
が
見
ら
れ
た
。
以
上
の
こ
と
か

ら
賛
成
と
す
る
。

討
論
（
令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
）

【
反
対
討
論
】　
齊
藤
　
隆
雄
　
議
員

　
令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で

討
論
す
る
。
反
対
す
る
理
由
の
一
つ

が
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

実
施
設
計
委
託
料
の
１
億
３
９
０
４
万

円
が
４
年
度
か
ら
繰
り
越
し
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
大
更
駅
前
を
拠
点
に
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
は
必
要
な
施
策
で
あ
る

が
、
費
用
対
効
果
を
鑑
み
た
と
き
、
新

図
書
館
の
利
用
者
人
数
は
変
わ
ら
な
い

な
ど
移
転
効
果
が
な
い
。
ま
た
、
少
子

化
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
子

育
て
支
援
施
設
の
開
設
よ
り
も
人
口
減

少
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
が
急
務
で

あ
り
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
学
校
給
食
費
は
近
年
の
食
材
価
格

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
小
学
校
で
１
食
２７

円
、
中
学
校
で
１
食
２9
円
の
値
上
げ
と

な
っ
た
。
県
内
33
市
町
村
の
内
11
市
町

村
が
全
額
無
償
化
、
19
市
町
村
が
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
市
民
が
求
め

て
い
る
道
路
の
整
備
や
下
水
道
の
整
備
、

人
口
減
少
対
策
、
高
齢
者・

子
育
て
支

援
な
ど
に
対
し
、
思
い
切
っ
た
予
算
配

分
が
求
め
ら
れ
る
。
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畜
産
施
設
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
繁
殖
育
成

セ
ン
タ
ー
の
利
用
頭
数
は
。
ま
た
、
農
協
の
支

援
で
預
託
料
の
助
成
な
ど
は
な
い
の
か
伺
う
。

現
在
の
頭
数
は
２
６
８
頭
で
、
内
訳
は
和
牛
が

１
２
６
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が
１
４
２
頭
で
あ

る
。
利
用
率
に
し
て
２
割
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

預
託
料
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
農
協
と
協

議
し
て
い
な
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
市
と
し
て
、
利
用
頭
数
を

増
や
す
た
め
、
農
協
独
自
の
支
援
も
視
野
に
入

れ
た
預
託
料
引
き
下
げ
に
つ
い
て
の
協
議
が
求

め
ら
れ
る
。

林
業
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
民
有
林

の
下
刈
り
な
ど
の
補
助
を
行
う
と
あ
る
。
額
も

１
億
２
７
３
９
万
円
、
前
年
に
比
べ
伸
び
て
い

る
。
民
有
林
の
補
助
と
は
。

民
有
林
森
林
整
備
事
業
か
さ
上
げ
補
助
が
あ
り
、

主
に
森
林
組
合
な
ど
が
民
有
林
の
手
入
れ
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
森
林
組
合
が
、
今
現
在
機

能
不
全
の
状
態
で
あ
る
。
正
常
な
業
務
が
で
き

る
よ
う
、
市
か
ら
も
指
導
願
い
た
い
。
ま
た
、

積
極
的
に
市
民
に
情
報
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

民
間
の
事
業
者
が
八
幡
平
市
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
際
に
補
助
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

民
間
の
事
業
者
へ
の
補
助
な
ど
に
つ
い
て
は
、

検
討
し
て
い
な
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
将
来
、
観
光
客
を
増
や
し
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

事業の重要性が増すシルバー人材センター

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
人
手
不
足
が
起
き
て
い
る

中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
重
要
で
あ
る
。

人
材
の
勧
誘
状
況
な
ど
を
伺
う
。

会
員
の
募
集
に
努
め
て
い
る
が
、
定
年
延
長
な

ど
に
よ
り
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
減
少
し

て
き
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
人
材
不
足
が
深
刻
な
中
で
、

こ
の
事
業
は
貴
重
な
制
度
で
あ
る
。
運
営
内
容

の
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

ご
み
の
量
自
体
は
減
っ
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
は
進
ん
で
い
な
い
。
改
善
策
は
。

広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
、
出
前
講

座
な
ど
の
活
動
を
粘
り
強
く
行
っ
て
い
く
し
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
は
、

市
民
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
さ
ら
な
る
周
知
、
活
動
に
努
め
て
ほ

し
い
。

⇒

ＱＡ

⇒

課題が多い繫殖育成センター

八
幡
平
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
バ
レ
ー
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
６
年
７
月
に
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
が
破
産
し

た
が
、
現
状
や
今
後
の
展
開
は
。

新
た
な
事
業
者
が
引
き
継
い
で
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
本
年
度
は
血
圧
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
実

験
を
大
更
・
松
尾
地
区
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
、
過
疎
地
の
医
療
福
祉
の
問
題
解
決
を
行

う
大
事
な
事
業
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

活
動
報
告
を
し
て
ほ
し
い
。

道
路
軽
舗
装
整
備
事
業
は
要
望
が
あ
る
90
路
線

に
対
し
、
整
備
さ
れ
た
の
が
５
路
線
で
あ
る
。

市
道
の
改
良
拡
幅
舗
装
事
業
な
ど
に
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
流
用
で
き
な
い
か
。

過
疎
債
や
辺
地
債
の
対
象
事
業
な
の
で
、
流
用

は
非
常
に
厳
し
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
市
全
域
の
均
等
あ
る
発
展

を
保
証
す
る
立
場
か
ら
善
処
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ

⇒

ＱＡ

⇒

Ｑ

ＱＡ

部
活
動
の
地
域
移
行
を
実
施
し
た
結
果
、
教
員

の
負
担
は
減
少
し
た
の
か
。

教
員
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
。
学
校
の
意
向
に
沿
っ
た
形

で
、
国
の
目
指
す
方
向
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】　
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

国
の
指
針
を
早
急
に
示
す
よ
う
求
め
る
こ
と
。

市
で
も
早
急
に
関
係
者
と
話
し
合
い
の
場
を
持

ち
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
舘
高
等
学
校
教
育
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
県

と
の
協
議
も
必
要
だ
と
思
う
が
、
例
え
ば
１
学

年
1５
人
程
度
に
な
っ
た
と
し
て
も
学
校
の
存
続

は
可
能
か
。

市
と
し
て
は
、
存
続
に
向
け
て
支
援
を
し
て
い

く
。
地
域
み
ら
い
留
学
（
住
ん
で
い
る
都
道
府

県
の
枠
を
超
え
て
、
高
校
を
選
択
で
き
る
シ
ス

テ
ム
）
を
平
舘
高
校
で
は
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
地
域
み
ら
い
留
学
に
つ
い

て
は
、
大
変
良
い
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
進
め
て
ほ
し
い
。

市
教
育
委
員
会
は
「
国
際
交
流
を
見
据
え
た
英

語
力
の
向
上
」
を
大
き
な
指
針
に
掲
げ
て
い
る
。

国
際
交
流
と
い
う
中
で
、
今
後
海
外
へ
の
短
期

留
学
も
し
く
は
海
外
か
ら
の
短
期
留
学
の
受
け

入
れ
な
ど
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

留
学
ま
た
は
留
学
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
小
学
生
や
中
学
生
も
含
め
、
計
画

し
て
い
な
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
合
併
前
に
旧
町
村
で
行
っ

て
い
た
、
生
徒
の
海
外
短
期
留
学
の
実
施
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

ＱＡ

⇒

ＱＡ
⇒

ＱＡ

⇒

地域おこし協力隊活動報告会の様子 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
年
々
減
っ
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
は
８
人
だ
っ
た
が
、
令
和
５
年

度
は
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
減
少
し
て
い

る
の
か
。

売
り
手
市
場
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
と
競
合
す

る
こ
と
や
他
産
業
に
流
れ
る
方
も
い
る
た
め

減
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
広
く
人
材
を
募
集
し
て
、

多
く
の
隊
員
を
採
用
し
、
事
業
を
有
効
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
県
内
33
自
治
体
中
、

当
市
は
下
位
の
方
で
あ
る
。
花
巻
市
は
90
億
円

を
超
え
て
い
る
。
他
市
に
負
け
て
い
る
要
因
は
。

過
去
の
食
品
偽
装
問
題
や
返
礼
品
の
出
荷
量
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
地
元
企
業
と
協
力
体
制
を

取
り
、
返
礼
品
の
内
容
や
Ｐ
Ｒ
方
法
を
研
究
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

⇒

ＱＡ

⇒

地域みらい留学の説明会の様子（東京都内）

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目

的
に
旅
行
や
観
光
を
す
る
こ
と
）
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
い
わ
て
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

活
動
内
容
を
伺
う
。

主
に
首
都
圏
で
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
県

と
一
緒
に
合
宿
誘
致
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、
実
績
は
特
に
な
い
。
市
の
現
状
と

し
て
は
、
宿
泊
料
金
で
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
受
け
入
れ
る
際
の
補

助
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

閑
散
期
に
、
な
か
な
か
旅
行
者
の
意
向
と
合
わ

ず
、
空
室
が
多
い
よ
う
な
状
況
の
対
策
と
し
て
、

合
宿
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
宿
泊
関
連
の

効
果
が
大
き
い
の
で
、
担
当
部
署
や
観
光
関
係

団
体
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
含
め
た
新
た

な
活
用
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ＡＱＡ

⇒

Ｑ
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